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賀茂北高等学校 第１学年  外国語科 年間評価計画（コミュニケーション英語Ⅰ: Grove English Communication I） 

                                                                       

                   

 

 

単元 

 

 

資質・能力 

実施時期 質的ルーブリック（判断基準） 

1 学期 2 学期 3 学期 

考え・基礎知識 

（Ideas） 

つながり 

（Connections） 

応用・ひろがり 

（Extensions） 
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One Child, One Teacher, One Book and One Pen 

読
む
こ
と 

説明や物語等，様々な内容の英文を正確

に読み，必要な情報，概要や要点，登場

人物の心情や筆者の視点を理解するこ

とができる。 
 ○ ○   ○ ○ ○  ○ 

身の回りにある短い

平易な英文を読んで，

要点やあらすじを理

解することができる。 

身近な話題に関する

英文や短い物語を読

んで，トピックセン

テンスを見つけ，概

要を理解したり，登

場人物の心情や筆者

の視点を理解するこ

とができる。 

関心のある記事や資

料，小説を読んで，

内容を理解したり，

登場人物の心情や筆

者の視点を理解する

とともに，外国の文

化や社会を理解する

ことができる。 

聞
く
こ
と 

身近な話題に対する説明，番組，議論等

を聞いて，概要や要点を理解することが

できる。 

  ○   ○     

挨拶やクラスルーム

イングリッシュ，身近

な話題の短い会話や

説明を聞いて，必要な

情報やキーワードを

聞き取ることができ

る。 

ゆっくりとはっきり

と話されれば，身近

な話題に関する番組

やニュース等を聞い

て，概要や要点を理

解することができ

る。 

自然な速さで話され

る，身近な話題や社

会問題に対する番組

やニュース，議論等

を聞いて，概要や要

点，意見等を整理し

て聞き取ることがで

きる。 

書
く
こ
と 

目的に応じた定型文や文体を用いて，英

文（日記，推薦文，Ｅメール，エッセイ，

レポートなど）を書くことができる。 

○   ○ ○    ○ ○ 

自分のことや身の周

りの出来事などにつ

いて，平易な語句や表

現で，短いメモやメッ

セージ，感想や説明を

書くことができる。 

目的に応じた定型文

を用いて，平易な語

彙や表現で，日記，

推薦文，エッセイ，

レポートなどを，自

分の感情や意見を書

くことができる。 

定型文に加えて，内

容の要点を強調した

り，つながりを示す

語句を用いて，目的

に応じて自分の感情

や意見を，説得力の

ある表現で書くこと

ができる。 
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資質・能力 

実施時期 質的ルーブリック（判断基準） 

1 学期 2 学期 3 学期 

考え・基礎知識 

（Ideas） 

つながり 

（Connections） 

応用・ひろがり 

（Extensions） 
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One Child, One Teacher, One Book and One Pen 

話
す
こ
と 

日常生活や身近な話題や関心のある分

野の話題について会話することができ

る。（やりとり interaction） 
 ○   ○  ○  ○  

挨拶や平易な日常会

話，自己紹介や学校紹

介ができる。 

身近な場面の会話の

流れや目的に応じ

て，繰り返しや質問

をして即興で会話で

きる。 

関心のある分野の話

題について，体験や

具体例，根拠等を述

べて，内容を発展さ

せながら会話を継続

できる。 

関心のあるテーマ等について，説明をし

たり，自分の意見や理由を述べることが

できる。（発表 production） 
○   ○    ○   

平易な英語を用いて，

自分のことや日常生

活に関するテーマに

ついて，事実や感情，

理由などを伝えるこ

とができる。 

聞いたり読んだりし

たことや経験したこ

とについて，情報や

考えをペアやグルー

プで話し合うことが

できる。 

聞いたり読んだりし

たことや経験したこ

とについて，互いに

意見を述べ，論理的

に説明（プレゼンテ

ーション）できる。 

主な学習活動 

（協議，討論，発表等） 

発表 

作品 

 

発表 

 

 

面接 

 

 

発表 

作品 

 

発表 

作品 

面接 

 

発表 発表 

 

 

発表 

作品 

作品 

 

   

 

意欲・態度，価値観・倫理観 教科目標 
考え・基礎知識 

（Ideas） 

つながり 

（Connections） 

応用・ひろがり 

（Extensions） 

・外国語でコミュニケーションを行う目的

や場面に応じて，英語を理解し，英語で

表現しようとする態度を持つ。 

・外国語を学ぶことを通して，外国語やそ

の背景にある文化の多様性を尊重し，配

慮と主体性をもってコミュニケーショ

ンを図ろうとする。 

・基礎基本の定着を図り，英語のルールに

関する知識や技能を身に付ける。 

・協働して活動に取組み，コミュニケーシ

ョンを図る素養を養う。 

・文化の多様性を知り，継続的・主体的に

外国の文化や言語を学ぶ態度を育てる。 

・基礎基本の知識の定着 

・ペア・グループワーク 

・基礎基本事項を実際の場面で活用する活   

 動 

・ロール・プレイ / プレゼンテーショ  

 ン 

・テーマにそって自分の意見を論理的に表

現したり，他者の意見を参考にして深め

る。 

・プレゼンテーション / 評価・改善 
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資質・能力 

実施時期 質的ルーブリック（判断基準） 

1 学期 2 学期 3 学期 

考え・基礎知識 

（Ideas） 

つながり 

（Connections） 

応用・ひろがり 

（Extensions） 
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読
む
こ
と 

説明や物語等，様々な内容の英文を正確

に読み，必要な情報，概要や要点，登場

人物の心情や筆者の視点を理解するこ

とができる。 
 ○ ○  ○ ○ ○ ○   

平易な英文や図表，グ

ラフから，必要な情報

を読み取り，目的に応

じてキーワードを探

し，あらすじや内容を

理解することができ

る。 

目的に応じて速読や

精読，暗唱などがで

き，必要な情報や登

場人物の心情や筆者

の視点を理解するこ

とができる。 

関心のある記事や資

料，小説を読んで，

登場人物の心情や筆

者の意図を読み取る

とともに，比較検討

や問題点を見つける

ことができる。 

聞
く
こ
と 

アナウンスや番組，専門的な議論や説明

を聞いて，概要や要点を理解することが

できる。 

  ○   ○   ○ ○ 

短い平易な英語であ

れば，会話や説明，ア

ナウンスを聞いて，必

要な情報やキーワー

ドを聞き取ることが

できる。 

ゆっくりとはっきり

と話されれば，専門

的な説明や議論，番

組やニュースを聞い

て，概要や要点を理

解できる。 

専門的な話題や社会

問題に対する議論や

説明を聞いて，重要

な事実や背景，意見

を区別して理解でき

る。 

 

書

く

こ

と 

目的に応じた定型文や文体を用いた英

文や，読んだ内容や経験した内容につい

ての論理的な英文を書くことができる。 

○   ○   ○  ○  

自分が必要とする事

柄について，目的に応

じて，平易な表現でま

とまった量の英文を

書くことができる。 

目的や相手に応じ

て，理解しやすい表

現で，自分の感情や

意見を書くことがで

きる。 

目的に応じた挨拶文

や定型文に加えて，

自分の感情や意見

を，説得力のある表

現で書くことができ

る。 
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資質・能力 

実施時期 質的ルーブリック（判断基準） 

1 学期 2 学期 3 学期 

考え・基礎知識 

（Ideas） 

つながり 

（Connections） 

応用・ひろがり 

（Extensions） 
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話
す
こ
と 

日常生活や身近な話題や関心のある分

野の話題について会話することができ

る。（やりとり interaction） 

○      ○   ○ 

平易な英語を用いて，

また必要に応じて聞

き返したりして，自分

のことや日常生活に

関することについて

会話をすることがで

きる。 

関心のあるテーマに

ついて，自分の意見

や理由を伝えたり，

質問したりして，会

話を続けることがで

きる。 

幅広いテーマの内容

について，相手の反

応に応じて内容を発

展させながら会話を

継続させることがで

きる。 

関心のあるテーマ等について，説明をし

たり，自分の意見や理由を述べることが

できる。（発表 production） 
 ○  ○    ○   

与えられたテーマや

関心のあるテーマに

ついて，短いスピーチ

やロールプレイをす

ることができる。 

与えられたテーマや

関心のあるテーマに

ついて，資料を用い

るなどして効果的に

伝えることができ

る。 

幅広いテーマに関し

て，説得力のある発

表をしたり，意見交

換をすることができ

る。 

 主な学習活動 

（協議，討論，発表等） 

発表 

作品 

発表 作品 発表 

作品 

面接 面接 発表 

作品 
発表 

面接 

面接 

作品 
面接 

作品 

   

 

意欲・態度，価値観・倫理観 教科目標 
考え・基礎知識 

（Ideas） 

つながり 

（Connections） 

応用・ひろがり 

（Extensions） 

・外国語でコミュニケーションを行う目的

や場面に応じて，英語を理解し，英語で

表現しようとする態度を持つ。 

・外国語を学ぶことを通して，外国語やそ

の背景にある文化の多様性を尊重し，配

慮と主体性をもってコミュニケーショ

ンを図ろうとする。 

・基礎基本の定着を図り，英語のルールに

関する知識や技能を身に付ける。 

・協働して活動に取組み，コミュニケーシ

ョンを図る素養を養う。 

・文化の多様性を知り，継続的・主体的に

外国の文化や言語を学ぶ態度を育てる。 

・基礎基本の知識の定着 

・ペア・グループワーク 

・基礎基本事項を実際の場面で活用する活    

 動 

・ロール・プレイ / プレゼンテーショ   

 ン 

・テーマにそって自分の意見を論理的に表 

現したり，他者の意見を参考にして深め

る。 

・プレゼンテーション / 評価・改善 

 


